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平成３０年大分県観光統計調査（１月～１２月・確報）の概要 
 

令和２年７月２１日 
大分県商工観光労働部 観光局 観光政策課 

 
 
・この調査は、従業員１０人以上の県内の主要な宿泊施設（１７０施設）の宿泊客数及び、主要有料観光施設

（２８施設）の交流客数などを調査したものです。従業員１０人以上の県内全宿泊施設を対象とした宿泊客数調

査については、観光庁「宿泊旅行統計調査」を参照ください。 

 

・平成３０年の宿泊客数は、平成２９年と比べ１.２％増加した。 

（参考：対前年比の推移）平成２９年：＋４.９％、平成２８年：△３.６％、平成２７年：＋４.７％ 
・国内宿泊客数は、平成２９年と比べ０.７％増加した。 
また、国内宿泊客の構成を居住地別に見ると、福岡県からの宿泊客が最も多く（構成比２７．７％）、次いで

その他九州(県内・福岡県除く)・沖縄（１７．６％）、大分県内（１６．３％）からとなっている。 
・外国人宿泊客数は、平成２９年と比べ３.７％増加した。 

また、外国人宿泊客の構成を国籍・地域別に見ると、韓国からの宿泊客が最も多く（構成比６０．３％）、

次いで台湾（１３．７％）、中国（大陸）（９．３％）の順となっている。 

 
１ 平成３０年の県内宿泊客の動向 
 平成３０年の県内における宿泊客数は、平成２９年と比べ１.２％増加した。 
 増加の要因としては、国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭や六郷満山開山１３００年記念イベントの開催など

で、県外からの観光客が増加したことが考えられる。海外については、１０月・１１月を除いたすべての月で前年

同月を上回っており、全国的に訪日旅行の人気が高まる中で、大分県の地道なプロモーション活動などが功を奏し

ていると思われる。 
また、宿泊客数に占める外国人の割合を見ると、国内宿泊客が増加する８月を除くと、概ね２０％程度で推移し

ており、県内における宿泊客の５人に１人は外国人客となっている。 
 

【図表 1】平成３０年月別宿泊客数(確報) 
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２ 国内宿泊客の動向 
 平成３０年の国内宿泊客数は、平成２９年と比べ０.７％増加した。【図表 2】 
 月別推移を見ると、３月から７月については前年割れしていたが、その後はプラスに転じ、年計では前年並みと

なった。【図表 3】 
 発地別に見ると、福岡県からの宿泊客数が最も多く２７.７％を占め、次いでその他九州・沖縄が１７.６％、大分

県内が１６.３％の順となっており、近隣からが６割以上を占める。発地別宿泊客数の対前年比を見ると、その他九

州・沖縄、四国、中国、中部、関東、東北・北海道で前年を上回った。【図表 2】 
  
 【図表 2】国内発地別宿泊客数および構成比

 

  
宿泊客数 

(人) 

前年比 

(％) 

大分県内 616,320 △7.4  

福岡県 1,045,820 △0.8  

その他九州・沖縄 666,979 ＋5.3  

四国 114,673 ＋0.2  

中国 281,928 ＋2.0  

近畿 305,176 △1.3  

中部 145,332 ＋10.3  

関東 551,711 ＋6.3  

東北・北海道 53,038 ＋2.2  

国内小計 3,780,977 ＋0.7  

 

【図表 3】平成３０年月別国内宿泊客数 
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３ 外国人宿泊客の動向 
 平成３０年の外国人宿泊客数は、平成２９年と比べ３.７％増加した。【図表 4】 

月別推移を見ると、１０月・１１月を除き、それ以外の月で前年を上回った。【図表 5】 
 外国人宿泊客の国籍別構成比をみると、韓国からの宿泊客が最も多く、外国人宿泊客全体の６０.３％を占める。

次いで台湾、中国（大陸）の順となっており、香港も含めた東アジア圏で９割を占めている。【図表 4】 
 
 【図表 4】外国人発地別宿泊客数および構成比 

 

  
宿泊客数 

(人) 

前年比 

(％) 

韓国 539,060  △3.7  

中国（大陸） 82,731  ＋13.6  

香港 82,431  ＋31.3  

台湾 122,264  ＋19.8  

タイ 16,353  △6.3  

その他のアジア 26,138  ＋8.5  

その他外国 25,279  ＋9.5  

外国小計 894,256  ＋3.7  

 

【図表 5】平成３０年月別外国人宿泊客数 
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４ 市町村別宿泊客 
 平成３０年の県内宿泊客数を市町村別に見ると、別府市が最も多く、全体の４７.４％を占める。前年比では大分

市、別府市、竹田市、由布市が増加している。【図表 6】 
         
       【図表 6】市町村別宿泊客数 

  
宿泊客数 

(人) 

前年比 

(％) 

構成比 

(％) 

大分市 974,883  ＋4.1  20.8  

別府市 2,215,798  ＋3.3  47.4  

日田市 280,235  △1.3  6.0  

竹田市 124,455  ＋1.0  2.7  

由布市 341,604  ＋7.8  7.3  

九重町 130,405  △10.5  2.8  

その他の市町村 607,853  △8.9  13.0  

県計 4,675,233  ＋1.2  100.0  

 
５ 県内交流客数 
 大分県観光統計調査では、県内交流客数として、有料観光施設の入場者数や道の駅レジ打ち数等の項目について

調査しており、その結果は以下のとおりとなった。 
 県内港湾乗降客数を除く項目が前年比プラスとなった。 
 

 
・有料観光施設(入場者数)     6,206,758 人 (対前年比 + 1.5％） 
・道の駅（レジ打ち数）           4,283,257 回（ 同    + 0.6％） 
・大分空港（乗降客数）            1,978,478 人（ 同   + 5.1％） 
・県内港湾乗降客数                1,659,775 人（ 同   - 0.9％） 
 

 
【参考】調査対象有料観光施設1(合計 28施設) 

屋内施設(13 施設) 市町村  屋外施設(15 施設) 市町村 

大分マリーンパレス水族館｢うみたまご｣ 大分市  高崎山自然動物園 大分市 

大分県立美術館  別府地獄めぐり（別府地獄組合） 別府市 

大分市立美術館  別府ロープウェイ 

スギノイパレス 別府市  城島高原パーク 

アクアビート  別府ラクテンチ 

福沢旧居・資料館 中津市  臼杵石仏 臼杵市 

サッポロビール九州日田工場 日田市  風連鍾乳洞 

地底博物館鯛生金山  くじゅう花公園 竹田市 

滝廉太郎記念館 竹田市  岡城跡 

富貴寺 豊後高田市  昭和の町 豊後高田市 

安心院葡萄酒工房 宇佐市  熊野磨崖仏 

朝倉文夫記念館 豊後大野市  真木大堂 

国東市歴史体験学習館｢弥生のムラ｣ 国東市  九州自然動物公園アフリカンサファリ 宇佐市 

  稲積水中鍾乳洞 豊後大野市 

 ハーモニーランド 日出町 

 

                                                                                                                                                                                                             
1 平成 27 年調査から、大分県立美術館、大分市美術館を対象施設として追加した。 

平成 30 年調査から、マリンカルチャーセンター、九州湯布院民芸村を対象施設から除外した。 
 


